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意した素材を思わぬ使い方で利用し
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と、ヒマワリの生長を楽 しみに、親子で会話 しなが ら育てて頂 くことが
ね らいです。そ して、年長で自力で育てることに向かいます。

ある日のこと、登園すると荷物を背負ったまま黙って水を与えている
子がいました。見るとまだ本葉が出たばか りで、みんなよ りもとても小
さいヒマワリです。 この子はどんな思いで水をやっているので しょう。
ちょっと想像 してみて下さい。

今、この子を「かわいそう」と思われた方に伝えたいことがあります。
この場面こそが、この子の 「育ち」を促す好機です。思うように行か
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に何ができるのかを考え

て自ら行動すること。これからの教育万下百百石て尽百τ百百万て可Ⅷ
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病気や虫にやられたlなどと命年守り

センスを育むのです !

育てることは容易ではないのです。
しかし、ここで安易に大人が手を出してしまっては、子 どもの「育ち」

の好機を捨てることにな ります。勿体ないことです。かといって突き放
下子あ5違 :マまデ。

し
ど打
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緒に考えて下さい。できるだけ色々な方法を
一緒に捜 して下さい。そ して子 どもに決めさ
せて下さい。あとは励まして下さい。たとえ
人のヒマワリより生長が遅 くとも、大切に育
てれば、最後は美 しい花が咲くこと、そ して、
生きているものは、その成長を他と比較すべ

蜆 .主で昼ないう告争こヒマワリは子どもたちに
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本
島
ネ
は
、
列
え

マ
グ
ノ
リ
ア
と
い

う
ら
し

い
。
日
舞
の
後
ま
で
習

っ
た

お
億
を
迪
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と
こ
の
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音
に
再
会
ｔ

た
。
・崎
い
入
り

江
を
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ッ
ク
に
マ
グ
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浮
か
び
上
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る
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。
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春
か
ら
夏
に
か
け
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、
細
菌
に
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染
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流
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し
、
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疫
力
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弱
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お
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感
染
す
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と
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症
化
す
る
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ま
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こ
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を
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た
め
に
は
感

染
経
路
を
断
つ
と
い
う
意
味
の

「手
洗
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」
が
と
て
も
有

効
で
す
。
た
だ
し
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も
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先
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も
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前
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た
ち
に
手
洗

い
指
導
に
来
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

目
に
見
え
な
い
細
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と
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も
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ど
も
た
ち
は
ピ
ン
と
来
ま
せ
ん
。
そ
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す
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に
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